

























A Masking Effect of BGM for Linguistic Noise: A Comparison 
between Text Reading Task and Leaﬂ et Folding Task
　　A psychological experiment was performed to investigate 
whether BGM could inhibit a linguistic noise in reading text or not. 
In this experiment, participants had to listen to NHK airplay while 
performing tasks. The result of the experiment was that the score 
of the text reading task without BGM masking was lower than with 
BGM masking. The leaflet folding task wasn’t influenced by BGM 
masking. The reason for the low score in the reading task without 
BGM was considered to be that participants needed to read text 
and process linguistic noise via radio simultaneously, and they could 
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　まず，実験参加者には 2 種類の作業を 2 回
ずつ行うことを教示した。その後，チラシの
折り方を説明した。チラシ折り課題は，チラ
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て文章読解課題のレベルを詳細に検討し，改
めてBGMによって文章読解へ言語ノイズが
与える妨害が抑制されるかを検討することが
必要であろう。
　本研究では，文章読解へ言語ノイズが与え
る妨害を抑制するものとして“BGM”のみの
影響を検討した。BGMが文章読解に与える
影響をより詳しく調べるには，無音またはホ
ワイトノイズという“統制条件”での成績と
比較することが重要になるであろう。統制条
件によって得られた結果とBGMの有無によ
る結果とを比較することで，BGMの本質的
な要素が，文章読解へどのような影響を与え
ているかが明確に分かるであろう。また，文
章材料をさらに精査し，問題の難易度を厳密
に統制する必要があるであろう。そうするこ
とで，実験の信頼度を上げることができると
考えられる。
　今後は，どの程度の難易度の文章読解を遂
行する際に，BGMがより影響を与えるかと
いうことを明らかにするためにも，読み解く
文章の質や難易度を変化させてその結果を比
較する必要があるであろう。また，本研究
で用いたようなBGMが文章読解に影響を与
えていたことをより詳細に明らかにするため
に，言語ノイズをマスクするものとして，拍
節的にも調性的にも処理されない背景音，あ
るいは意味が理解できず言語処理が困難な歌
詞が含まれるBGMを用いてその結果と今回
の結果とを比較する必要があるであろう。
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